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らの工程リサイクルが70 ～ 80 %を占めるため，
新規材料の投入は少なくてすむ．従って，インジ
ウムの推定埋蔵量3万トンからみれば計算上50年
近く供給を続けることが可能となる．短期的にみ
れば現在の保有設備がそのまま使用できるため，
インジウム原料を中心としたITO が主流となると
考えられる．供給価格も中国国内需要の増加から，
中国一辺倒の状況を脱してリサイクルインゴット
などは韓国からの輸入が増加しており，当面供給
は安定するものと考えられる．関連部材企業の材
料戦略としては，現行のITO を継続しながら，差
別化のための低コスト材料による新しい透明電極
の開発を推進することが重要となる．短期的にみ
た新材料としては金属系透明電極である酸化亜鉛
がある．また，筆者らが開発している極細銅メッ
シュも透過率（透明性）では90 %以上でありITO 
に比べなんら遜色はない．これらの材料を透明電
極として完成させて部材としての差別化を図り，
標準化戦略を推進することにより競争優位な事業
展開も可能となる．
長期的事業戦略（5年以上）としてはインジウ
ムがいずれ枯渇するか，もしくは環境問題から生
産コストが上昇し採算に乗らなくなる事を想定し
ている．また，透明電極の用途が使用されるシス
テムの変化により性能を満たさない状況が起こる
事も考えられる．その様な場合にはより高性能で
安価な透明電極が必要となる．この様な材料とし
て現在開発・研究されているカーボンナノチュー
ブ，グラフェンおよび，銀ナノワイヤーなどがあ
る．これらが量産化されるにはまだ少し時間を要
するが，次世代の透明電極として注目しておく必
要がある．部材企業が差別化技術として応用する
場合，目標とする製品構成に最も適した材料はど
れなのかを選択して他社に先駆けて自社の製品に
うまく囲い込み, 競争優位なしくみを作ることが
重要である．
長期的な戦略を立てる場合は, その時代のテク
ノロジーがどこまで進化しているかの見直しが必
要なことはもちろん，急激なマーケットの変化に
追従出来る柔軟な企業体質が求められる．今後，
我が国の部材企業が世界市場の中で競争優位を持
続するためには①差別化戦略②標準化戦略③知財
戦略④囲い込み戦略の4項目の事業戦略を実施し，
これらの要素が相互に強く，深く，関係づけられ
ていれば，日本の部材産業も引き続き世界市場に
おいて競争優位な事業展開が可能と考える．
